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圃場の微細気象 (2)
大豆畑の気温，湿度，炭酸ガス濃度の日変化
高須謙一 ・木 村和義
作物層内の散気象が一般気象〈露場における気象〉とどの位偏差があるものかについて
検討するため，前回甘路畑における観測例を報告した(高須 ・木村1970). 今回は甘硲畑
とその纏被形態を異にする大豆畑の被気象を露場における同じ高きの測定値よりの偏差，
および露場高さ 150cmの標準観測値よりの偏差で示し，大豆畑と露場の徴気象を比較検
討する.同時に大豆畑における炭酸ガス分布とその日変化についても報告する.
本研究は文部省特定研究「各種陸上生態系における一次生産力の比敏研究」の一環として行なわれ
たものである.関場管理，観測および資料整理にあたり援助を与えられた刻武越夫，小川妙子，木元
栄子の各氏に深謝する.
観測方法
前回と同様研究所構内水田闇場(東西60m，南北100m)のほぼ中央にある大豆畑(10
x20m)および露場(11xllm)において，熱電対による高さ 150，100， 50， 25， 10 cm 
の気温，湿度を連続自記し.CO.濃度は URASによって測定した.
栽培品種は"黒大豆"で， 1967年6月23日うね幅60cm，株間30cmの間隔で植栽し
た.今回の報告例は8月30日に行なわれたものであるが，この時期には草高l00cmで，
上方より地表面をみることが出来ない位茎葉は良く繁っていた.
観測結果と考察
1.気温
附表-1の観測資料より露場と大豆畑の同じ高さの気温の差， および露場150cmの気
温を標準とした場合の圃場の各高さとの差について比較検討する.
i) 毘場と大豆姻の気温の比般
露場と大豆畑の同ーの高さにおける気温偏差を示したものが第1図である.大豆畑の植
被高は約l∞cmであるが，最も葉が繁茂している高さはこれより少し低く約75cmの高
きである. 第1図にみられる如く，昼間高さ 50cmより上は明らかに偏差は大きく高温
である.特に 75cm では 10~12 時に露場より 3 0 C も高い. 150 cmの高さにおいても日
中高温を呈するが， これは大豆の植被の影響が現われていると考えられる. 高さ 25，10 
cmにおいては9時過ぎより低温を示し， 14時頃高さ 10cmで30C以上低い.夜間にお
いては，各高きともほとんど差異が認められず特徴がない.甘藷畑の場合は，夜間植被内
が全般的にかなり低温を示したが，大豆畑の場合は空気流通が比較的自由なため，あまり
差異が現われない様である.
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第 1図大豆畑と露場の気温の差
〈大豆畑の気温を露場の同じ高さの観測値からの偏差で示す)
露場高さ 150cmからの気温の偏差
一般標準観測値である露場高さ 150cmの値との比較を第2図に示す.
昼間高さ 75cmで最も偏差が大きく， 高さ 100cm (植被表面)， 高さ 150cm (植被
外)でも日中高温を示している.高き 50cmより下方は次第に偏差は小さくなり， 高さ
25， 10 cmとなると午後わずかに低温を示すが， 露場の 150cmの値と大差は見られな
前報の甘藷畑と比較してみると，甘藷畑では植被表面(高さ 50cm)に受熱面があっ
て， もっとも偏差が大であったが，大豆畑では作物層の内部に少し入った高さ 75cmに
なっていること，高さ 150cmまで作物の影響が現われていること，高さ 10cmが甘藷畑
では日中を通じて著しく低温を示したが，大豆畑ではその様な影響は見られない.これら
は大豆畑が甘藷畑と比べて葉も粗で，内部まで比較的光，風の流通しやすいことに依って
いる.
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第2図 大豆畑の気温(露場150cmの気温からの偏差で示す〕
度
WT 
露場と大豆畑における 150，100， 75，閃， 25， 10cmの高さの湿度については附表-
Eに示しである.大豆畑の湿度を露場の同じ高さの観測値からの偏差，および露場150cm
からの偏差について検討する.
i) 震場と大豆畑の湿度の比較
第3図は各高さにおける大豆畑の湿度の露場よりの偏差を示したものである.
75cm以上の高きで， 10~12 時頃露場よりわずかに低湿を示すが， 他は 1日を通じて
高湿である.特に高さ 25cm， 10 cmにおいては， 14 時頃1O~25%も高い.
ii) .場高さ 150emからの湿度の偏差
露場高さ 1印 cmと大豆畑の湿度がどの程度偏差があるかについて比較したのが第4図
である.高さ 75cmより上は 9~12 時頃低湿を示すが，高さ 50cm 以下植被内では，昼
夜とも常に 10~右前後高い.傾向がある. 13~14 時噴その偏差は最大で 17~18%のひらきが
認められる.
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3.炭酸ガス漫度分布
i) 大豆畑の COz灘度目変化
大豆畑内の高さ 150，100， 75， 50， 25， 10 cmにおける COz濃度の測定を行なった.第
5図はその中高さ 150，75 cm (最繁茂部位〉および10cmの日変化を示したものである.
品t
般
対
ス
i且
J!l:3 
1・P咽
、、、
2 
““~~-‘・・「・.、、
‘'. 、・.
-園高き 10c鴨
75帽
150欄
、、4よ:~" 、、日/" .. ザ F・O・.、・.
、・"'_" 、一・ - ・ -~・・- _-、""-'一、_，‘'司‘・.，-司、_-
. . 
4 6 自 10 12 14 16 18 20 22 24時
第 5図 大豆畑 CO.濃度目変化
6時頃の日出と共に COz濃度は急激に減少し.10時および12時頃最低値を示し，その
後日射の減衰と共に COz濃度は高まり，21時最高値に遣している.測定日は好天気でな
く，日射量も 10時頃と12時頃大きく，その後徐々に減少するような天候であった. COz 
濃度は日射量の変化と逆比例して増減する傾向が見られる. 高さ 10cmは他の高さに比
し，一日中高濃度を示した.各高さの日最高，最低値は次のごとくである.高さ 10cmに
おいて最高411ppm-霞低340ppm(振幅71ppm)，高さ 75cmでは381ppm-3却 ppm
(振幅51ppm)，高さ 150cmでは372ppm-333 ppm (振幅39ppm)である.
6時30分頃および15時30分頃高さ 75cmと高さ 150cmの曲線が互に交差し，その
間最繁茂部位の高さ 75cmが最も濃度が低い
ii) 大E畑高さ 150emと植被内炭酸ガス温度の比般
今回露場150cmの測定を欠いたので， 便宜上大豆畑上高さ 150cmとの偏差を求めた
のが第6図である.
これを見ると甘絡畑に見られた様な各高さによる著しい差異は現われていない.昼間高
さ100cm (植被表面〉では植被外の COz波度とほとんど差異がないが， わずかに低い傾
向がある.高さ 75cmにおいて. 7-16時の間5-10ppm低い.しかし高さ 50cmにな
ると植被外とほぼ等しく， 以下下方の高さ25，10 cmになると逆に CO2濃度が高くなっ
ている.
夜間fH、ずれの高さも植被外より高濃度を示すが，傾向的には植被下方程大きい.最大
値は高さ 10cmで21時にあらわれ， 高さ 150cmと比べてその偏差は40ppmに達して
いる.
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第 6図大豆畑の COz濃度
(大豆畑の高さ150cmの観測値からの偏差で示す)
前報甘藷畑では水平に分布した葉が地表面を完全に被覆した形態をしているので，この
表面に CO2濃度の日中最低値が現出した. しかし大豆畑の場合は葉の繁茂した部位は表
面より少し入った内部にあり，この高さに最低濃度値が現われる.この層は気温でも日中
最高偏差の現われる高さであって，いわゆる能動層であるわけである.
甘藷畑では，高さ 10cm は植被外と比べて，昼間3O~40ppm 高濃度を示したが，大豆
畑ではわずかに 7ppm前後高いだけである. これらの点が甘藷畑と大豆畑の大きい相違
であろう.
最繁茂部位(高さ 75cm)の気温，湿度， CO2濃度と日射量をまとめて図示すると第7
図の如くである.
前報甘藷畑において，日射量と CO2濃度とは逆の相関をなし，CO2濃度の変化曲線が併
行的経過をとることを示したが，大豆畑においても同じ様な傾向が認められる.
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第 7図大豆畑高さ 75cmの徴気象
摘 要
前報で述べた観点より，大豆畑の徴気象が露場における標準値とどの程度偏差があるか
を検討した. 同時に植被内外の COz濃度の日変化を観測し，炭酸ガス気象の一端を明ら
かにしようとした.
大豆畑は前報の討議の場合とその植被形を著しく異にするために，植被表面より少し入
った内部(高さ 75cm)に最繁茂部位がある.この高さにおいて，日中気温最も高く，露場
高さ 150cmに比し3，._40C高い.湿度は 10%前後低く.CO2濃度は日中最低値を示し，
この部位が能動層であることを示している.甘藷畑高さ 10cmは葉で全く覆われた空間
で温度，湿度.COz濃度に著しい特徴があったが，大豆畑では比較的疎のため光，空気の
流通がよく，そのような特徴的な様相を示さない.日射，気温，湿度をまとめた図から COz
濃度の増減はやはり日射量の変化と逆の相闘をなして，湿度の変化曲線とほぼ併行的経過
をたどることは甘藷畑の場合と同様である.
文 献
高須謙一・木村和義.1970. 闇場の微細気象 (IJ甘硲畑の気温， 湿度，地温， 炭酸ガス渡度の
日変化.農学研究 53: 167ー 179.
(その他の文献については前報(1 Jと同様のため省略)
-211ー
附表-I 露場と大豆畑の気温("C) (1967年8月30日〉
ミ( 大 豆 畑10叶 25刷 I5州 75叶 1伊|州 5川州 1∞cm1150"'1¥ 
1 24. 7 24. 5 24.2 24.2 24.8 25.2 25.0 24.8 24.8 25.4 
2 24.7 24.5 24. 1 24.5 24.5 24.8 24.6 24.4 24. 4 24.4 24.6 25.0 
3 24.3 24.1 24.0 24. 0 24.2 24.4 24.6 24.2 24.5 24.5 24.6 25.0 
4 23.9 23.9 23.5 23.9 24.1 24.1 24.1 23.6 23.9 23.8 24.1 24.5 
5 24.0 23.9 23.6 23.8 24.0 24.2 24. 1 23.5 23.9 23.6 23.8 24.6 
6 23.9 23.9 23.7 24. 0 24.0 24.2 23.8 23. 1 23.5 23.6 24.1 24.6 
7 23.1 22.9 22.9 22.6 22.9 23.2 23. 7 23.0 23.2 23.2 23.4 23.6 
8 22.8 22.8 22.5 22.5 22.9 23. 1 23. 5 23.0 23.2 23.2 23.2 23.2 
9 23.5 23. 1 22.9 22.9 22.9 23. 1 23.8 23.5 23.8 24.0 23.8 24.1 
10 26.1 26.1 25.6 25.6 25.5 24.9 25.1 25.2 26.3 28.6 28.0 26. 7 
11 27. 7 27.5 27.0 26.3 26.8 26.2 26.1 26.2 27.3 29.0 28.3 27.0 
12 28.0 27.8 27.4 26.5 27.0 26.3 26.6 26.4 27.3 29.4 28.7 27.4 
13 29.3 29.1 28.2 27.7 28.2 27.6 26.8 26.5 27.7 28.9 28.5 28.0 
14 30.6 30.5 29.6 29.8 29.5 28.7 27.3 28.0 28.6 29.6 29.4 29.3 
15 27.9 27.6 27.2 27.4 27.0 26.8 26.4 26.6 26.9 27.6 27.5 27.6 
、
16 27.3 26.9 26.5 26.9 26.7 26.7 26.1 26.2 26.1 26.8 26.9 26.9 
17 27.1 26.7 26.4 26.5 26.4 26.5 26.2 26.4 26.3 27.0 27.1 27.1 
18 26.0 25.7 25.3 25.7 25.6 25.7 25.5 25.5 25.5 25.9 26.0 26.0 
19 25.0 25.0 25.0 25.3 25.2 25.5 24.7 24.7 24. 7 24.7 25.1 25.8 
20 24. 9 24.4 24. 2 24. 7 24. 7 25. 1 24.3 24.3 24.3 24.3 24.9 25.1 
21 24.3 24. 1 24. 1 24. 5 24. 5 25.0 24. 3 24.3 23.9 23.9 24.3 25.2 
22 24. 5 24.3 24. 0 24. 5 24.2 24.8 24.4 24.4 24.1 24. 1 24.4 24.8 
23 23.8 23.5 23.4 23.9 23. 7 23.9 24.0 24.0 23.7 23.7 23.8 24. 1 
24 24.2 23. 7 23.5 23.9 23.7 24. 1 24.1 24.1 23.9 23.9 23.9 24.2 
平均 125.51 25.3 5. 0 I 25. 1 I 25・1I 25.2 1 25. 0 I 24. 8 I 25. 1 I 25. 5 
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附表-n 露場と大豆畑の湿度(%) (1967年8月30日〉
エ: 露場 大 豆 畑川州 5伊川|州 1州附n 1伊J2州州 7州
1 94 96 98 98 93 92 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 95 
2 94 96 99 95 94 91 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 99 96 
3 98 98 100 1∞ 96 95 1∞ 1∞ 1∞ 99 99 96 
4 94 94 98 94 90 92 1∞ 1∞ 1∞ 99 97 94 
5 91 91 94 91 86 90 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 98 95 
6 86 86 89 86 84 89 1∞ 1∞ 1∞ 96 93 87 
7 92 93 94 96 91 89 100 1∞ 1∞ 98 96 93 
8 95 95 98 97 91 93 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 98 
9 93 92 95 92 89 92 1∞ 1∞ 1∞ 97 97 91 
10 87 84 87 85 85 90 99 98 91 76 78 82 
11 82 82 85 85 82 85 96 95 88 79 82 84 
12 78 76 78 80 78 82 89 91 84 74 78 77 
13 68 68 74 71 69 72 86 89 82 78 79 72 
14 65 65 70 63 68 72 91 85 81 75 77 71 
15 77 78 81 75 80 81 91 89 86 80 82 79 
16 77 80 83 77 81 81 93 92 92 86 84 82 
17 80 自 85 81 回 83 94 91 91 86 85 82 
18 85 87 90 83 86 85 97 95 95 90 89 87 
19 91 91 90 85 86 86 98 98 96 94 93 86 
20 91 95 98 93 92 90 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 93 92 
21 94 96 96 91 92 90 98 98 1∞ 98 97 91 
22 91 93 96 90 93 89 100 1∞ 1∞ 98 97 93 
23 96 98 99 94 97 95 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 99 
24 94 98 1∞ 95 97 93 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 
平均而_1_88 1 91 I 871 87 1 87 い川 ~I 921 91 I 88
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